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一

日
本
文
學
が
、
出
發
點
か
ら
し
て
既
に
、
今
あ
る
儘
の
本
質
と
目
的
と
を
持
つ
て
居
た
と
考
へ
る
の
は
、

單
純
な
空
想
で
あ
る
。
其
ば
か
り
か
、
極
微
か
な
文
學
意
識
が
含
ま
れ
て
居
た
と
見
る
事
さ
へ
、
眞
實
を

離
れ
た
考
へ
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
古
代
生
活
の
一
樣
式
と
し
て
、
極
め
て
縁
遠
い
原
因
か
ら
出
た
も
の

が
、
次
第
に
目
的
を
展
開
し
て
、
偶
然
、
文
學
の
規
範
に
入
つ
て
來
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

似
た
事
は
、
文
章
の
形
式
の
上
に
も
あ
る
。
散
文
が
、
權
威
あ
る
表
現
の
力
を
持
つ
て
來
る
時
代
は
、
遙

か
に
遲
れ
て
居
る
。
散
文
は
、
口
の
上
の
語
と
し
て
は
、
使
ひ
馴
ら
さ
れ
て
居
て
も
、
對
話
以
外
に
、
文

章
と
し
て
存
在
の
理
由
が
な
か
つ
た
。
記
憶
の
方
便
と
云
ふ
、
大
事
な
要
件
に
不
足
が
あ
つ
た
爲
で
あ
る
。

記
録
に
憑
る
こ
と
の
出
來
ぬ
古
代
の
文
章
が
、
散
文
の
形
を
と
る
の
は
、
時
間
的
持
續
を
考
へ
な
い
、
當

座
用
の
日
常
會
話
の
場
合
だ
け
で
あ
る
。
繰
り
返
し
の
必
要
の
な
い
文
章
に
限
ら
れ
て
居
た
。
と
こ
ろ
が
、

古
代
生
活
に
見
え
た
文
章
の
、
繰
り
返
し
に
憑
つ
て
、
成
文
と
同
じ
效
果
を
持
つ
た
も
の
が
多
い
の
は
、

事
實
で
あ
る
。
律
文
を
保
存
し
、
發
達
さ
せ
た
力
は
、
此
處
に
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
其
は
單
に
要
求
だ
け

で
あ
つ
た
。
律
文
發
生
の
原
動
力
と
言
ふ
事
は
出
來
ぬ
。
も
つ
と
自
然
な
動
機
が
、
律
文
の
發
生
を
促
し
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た
の
で
あ
る
。
私
は
、
其
を
「
か
み
ご
と
」
（
神
語
）
に
あ
る
と
信
じ
て
居
る
。

今
一
つ
、
似
た
問
題
が
あ
る
。
抒
情
詩
・
敍
事
詩
成
立
の
前
後
に
就
て
ゞ
あ
る
。
合
理
論
者
は
抒
情
詩
の

前
出
を
主
張
す
る
。
異
性
の
注
意
を
惹
く
爲
と
す
る
、
極
め
て
自
然
ら
し
い
戀
愛
動
機
説
で
あ
る
。
此
考

へ
は
、
雌
雄
の
色
や
聲
と
同
じ
樣
に
、
詩
歌
を
見
て
居
る
。
純
生
理
的
に
、
又
、
原
始
的
に
考
へ
る
常
識

論
で
あ
る
。
其
上
、
發
生
時
に
於
て
既
に
、
あ
る
文
學
と
し
て
の
目
的
が
あ
つ
た
ら
し
く
考
へ
る
か
ら
の

間
違
ひ
で
あ
る
。
律
文
の
形
式
が
、
さ
う
し
た
目
的
に
適
す
る
樣
に
、
あ
る
進
歩
を
經
て
か
ら
出
來
て
來

た
目
的
を
、
あ
ま
り
先
天
的
の
も
の
に
見
た
の
だ
。

わ
が
國
に
く
り
返
さ
れ
た
口
頭
の
文
章
の
最
初
は
、
敍
事
詩
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
日
本
民
族
の
間
に
、

國
家
意
識
の
明
ら
か
に
な
り
か
け
た
飛
鳥
朝
の
頃
に
は
、
早
、
萬
葉
に
表
れ
た
ゞ
け
の
律
文
形
式
は
、
あ

る
點
ま
で
の
固
定
を
遂
げ
て
居
た
樣
に
見
え
る
。

我
々
の
祖
先
の
生
活
が
、
此
國
土
の
上
に
は
じ
ま
つ
て
以
後
に
、
な
り
立
つ
た
生
活
樣
式
の
み
が
、
記
・

紀
其
他
の
文
獻
に
登
録
せ
ら
れ
て
居
る
と
す
る
考
へ
は
、
誰
し
も
持
ち
易
い
事
で
あ
る
が
、
此
は
非
常
に

用
心
が
い
る
。
此
國
の
上
に
集
つ
て
來
た
澤
山
の
種
族
の
、
移
動
前
か
ら
の
持
ち
傳
へ
が
、
ま
じ
つ
て
居

る
事
は
、
勿
論
で
あ
ら
う
。

併
し
、
此
點
の
推
論
は
、
全
く
の
蓋
然
の
上
に
立
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
嚴
重
に
す
れ
ば
す
る
程
、
科
學
的
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な
態
度
に
似
て
、
實
は
却
つ
て
、
空
想
の
わ
り
込
む
虞
れ
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
あ
る
點
ま
で
傳
説
を
認
め

て
お
い
て
、
文
獻
の
溯
れ
る
限
り
の
古
い
形
と
、
其
か
ら
飛
躍
す
る
推
理
と
を
、
ま
づ
定
め
て
見
よ
う
。

其
う
ち
で
、
あ
る
樣
式
は
、
今
あ
る
文
獻
を
超
越
し
て
、
何
時
・
何
處
で
、
何
種
族
が
は
じ
め
て
、
さ
う

し
て
其
を
持
ち
傳
へ
た
の
だ
と
言
ふ
樣
な
第
二
の
蓋
然
も
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
う
な
つ
た
上
で
、

古
代
生
活
の
中
に
、
眞
の
此
國
根
生
ひ
と
、
所
謂
高
天
原
傳
來
と
の
交
錯
状
態
が
、
は
つ
き
り
し
て
來
る

の
で
あ
る
。

文
章
も
亦
、
事
情
を
一
つ
に
し
て
居
る
。
敍
事
詩
の
發
達
に
就
て
、
焦
點
を
据
ゑ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
人

稱
の
問
題
で
あ
る
。

　
土
居
光
知
氏
は
、
日
本
文
學
の
人
稱
問
題
の
發
達
に
、
始
め
て
注
意
を
向
け
た
方
で
あ
る
。
氏
と
立
ち

　
場
は
別
に
し
て
居
る
が
、
此
事
は
、
言
ひ
添
へ
て
置
き
た
い
。

日
本
紀
の
一
部
分
と
、
古
事
記
の
中
、 

語  
部 

カ
タ
リ
ベ

の
口
う
つ
し
に
近
い
箇
所
は
、
敍
事
と
し
て
自
然
な
描
寫

法
と
思
は
れ
る
三
人
稱
に
從
う
て
居
る
。
時
々
は
、
一
人
稱
で
あ
る
べ
き
抒
情
部
分
に
す
ら
、
三
人
稱
の

立
ち
場
か
ら
の
物
言
ひ
を
ま
じ
へ
て
居
る
。
「
八
千
矛
神
と
妻
妾
と
の
間
の
唱
和
」
な
ど
が
其
で
あ
る
。

此
は
、
敍
事
詩
と
し
て
の
あ
る
程
度
の
進
歩
を
經
る
と
、
起
り
勝
ち
の
錯
亂
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
間
々
、

文
章
の
地
層
に
、
意
義
の
無
理
解
か
ら
、
傳
誦
せ
ら
れ
、
記
録
せ
ら
れ
し
た
時
代
々
々
の
、
人
稱
飜
譯
に
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洩
れ
た
一
人
稱
描
寫
の
化
石
の
、
包
含
せ
ら
れ
て
居
る
事
が
あ
る
。

一
人
稱
式
に
發
想
す
る
敍
事
詩
は
、
神
の
獨
り
言
で
あ
る
。
神
、
人
に
憑カヽ
つ
て
、
自
身
の
來
歴
を
述
べ
、

種
族
の
歴
史
・
土
地
の
由
緒
な
ど
を
陳
べ
る
。
皆
、
巫
覡
の
恍
惚
時
の
空
想
に
は
過
ぎ
な
い
。
併
し
、
種

族
の
意
向
の
上
に
立
つ
て
の
空
想
で
あ
る
。
而
も
種
族
の
記
憶
の
下
積
み
が
、
突
然
復
活
す
る
事
も
あ
つ

た
事
は
、
勿
論
で
あ
る
。
其
等
の
「
本
縁
」
を
語
る
文
章
は
、
勿
論
、
巫
覡
の
口
を
衝
い
て
出
る
口
語
文

で
あ
る
。
さ
う
し
て
其
口
は
十
分
な
律
文
要
素
が
加
つ
て
居
た
。
全
體
、
狂
亂
時
・
變
態
時
の
心
理
の
表

現
は
、
左
右
相
稱
を
保
ち
な
が
ら
進
む
、
生
活
の
根
本
拍
子
が
急
迫
す
る
か
ら
の
、
律
動
な
の
で
あ
る
。

神
憑
り
の
際
の
動
作
を
、
正
氣
で
居
て
も
繰
り
返
す
所
か
ら
、
舞
踊
は
生
れ
て
來
る
。
此
際
、
神
の
物
語

る
話
は
、
日
常
の
語
と
は
、
樣
子
の
變
つ
た
も
の
で
あ
る
。
神
自
身
か
ら
見
た
一
元
描
寫
で
あ
る
か
ら
、

不
自
然
で
も
不
完
全
で
も
あ
る
が
、
と
に
か
く
に
發
想
は
一
人
稱
に
依
る
樣
に
な
る
。

昂
ぶ
つ
た
内
律
の
現
れ
と
し
て
、
疊
語
・
對
句
・
文
意
轉
換
な
ど
が
盛
ん
に
行
は
れ
る
。
か
う
し
て
形
を

と
つ
て
來
る
口
語
文
は
、
一
時
的
の
も
の
で
は
あ
る
。
併
し
、
律
文
で
あ
り
、
敍
事
詩
で
あ
る
事
は
、
疑

ふ
事
が
出
來
な
い
。
此
神
の
自
敍
傳
は
、
臨
時
の
も
の
と
し
て
、
過
ぎ
去
る
種
類
の
も
の
も
あ
ら
う
。
が
、

種
族
生
活
に
交
渉
深
い
も
の
は
、
屡
く
り
返
さ
れ
て
居
る
中
に
固
定
し
て
來
る
。
此
敍
事
詩
の
主
な
も
の

が
、
傳
誦
せ
ら
れ
る
間
に
、
無
意
識
の
修
辭
が
加
る
。
口
拍
子
か
ら
來
る
記
憶
の
錯
亂
も
ま
じ
る
。
併
し
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な
が
ら
、
「
神
語
」
と
し
て
は
、
段
々
完
成
し
て
來
る
の
で
あ
る
。

文
章
と
し
て
の
律
要
素
よ
り
も
、
聲
樂
と
し
て
の
律
要
素
の
方
が
、
實
は
此
「
神
語
」
の
上
に
、
深
く
は

た
ら
き
か
け
て
居
た
。
律
語
の
體
を
な
さ
ぬ
文
も
、
語
る
上
に
は
曲
節
を
つ
け
る
事
が
出
來
る
。
此
曲
節

に
乘
つ
て
、
幾
種
類
も
あ
つ
た
「
神
語
」
が
巫
覡
の
口
に
傳
つ
て
、
其
相
當
の
祭
り
・
儀
式
な
ど
に
、
常

例
と
し
て
使
は
れ
て
來
た
。
つ
ま
り
は
、
團
體
生
活
が
熟
し
て
來
て
、
臨
時
よ
り
も
、
習
慣
を
重
ん
ず
る

事
に
な
つ
た
か
ら
な
の
だ
。

郡
ほ
ど
の
大
き
さ
の
國
、
邑
と
言
う
て
も
よ
い
位
の
國
々
が
、
國
造
・
縣
主
の
祖
先
に
保
た
れ
て
居
た
。

上
代
の
邑
落
生
活
に
は
、
邑
の
意
識
は
あ
つ
て
も
、
國
家
を
考
へ
る
事
が
な
か
つ
た
。
邑
自
身
が
國
家
で
、

邑
の
集
團
と
し
て
國
家
を
思
う
て
も
見
な
か
つ
た
。
隣
り
あ
ふ
邑
と
邑
と
が
利
害
相
容
れ
ぬ
異
族
で
あ
つ

た
。
其
と
同
時
に
、
同
族
な
が
ら
邑
を
異
に
す
る
反
撥
心
が
、
分
岐
前
の
歴
史
を
忘
れ
さ
せ
た
事
も
あ
ら

う
。

か
う
言
ふ
邑
々
の
併
合
の
最
初
に
現
れ
た
事
實
は
、
信
仰
の
習
合
、
宗
教
の
合
理
的
統
一
で
あ
る
。
邑
々

の
間
に
嚴
に
守
ら
れ
た
祕
密
の
信
仰
の
上
に
、
靈
驗
あ
ら
た
な
る
異
族
の
神
は
、
次
第
に
、
而
も
自
然
に
、

邑
落
生
活
の
根
柢
を
易
へ
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。
飛
鳥
朝
以
前
既
に
、
太
陽
を
祀
る
邑
の
信
仰
・
祭
儀
な

ど
が
、
段
々
邑
々
を
一
色
に
整
へ
て
行
つ
た
で
あ
ら
う
。
邑
落
生
活
に
は
、
古
く
か
ら
の
神
を
保
つ
と
共
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に
、
新
に
出
現
す
る
神
を
仰
ぐ
心
が
深
か
つ
た
の
で
あ
る
。

單
に
太
陽
神
を
持
つ
て
居
た
邑
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
邑
々
で
も
、
て
ん
で
に
發
生
し
た
事
實
も
あ
ら
う

が
、
多
く
は
か
う
し
て
授
け
ら
れ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
一
つ
の
樣
式
と
し
て
、 

語  

部 

カ
タ
リ
ベ

と
言
ふ
職
業
團
體

　
　
か
き
べ
　
　
が
、
段
々
成
立
し
て
行
つ
た
。

神
憑ガヽ
り
の
時
々
語
ら
れ
た
神
語
の
、
種
族
生
活
に
印
象
の
深
い
も
の
を
語
り
傳
へ
て
居
る
中
に
、
其
傳
誦

の
職
が
、
巫
覡
の
間
に
分
化
し
て
來
た
。
さ
う
し
て
世
襲
職
と
し
て
、
奉
仕
に
は
漸
く
遠
ざ
か
り
、
詞
句

の
諳
誦
と
曲
節
の
熟
練
と
の
上
に
、
其
が
深
く
な
つ
て
行
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

　
語
部
の
話
は
、
私
の
研
究
の
筋
を
辿
つ
て
、
雜
誌
「
思
想
」
（
大
正
十
三
年
一
月
）
に
公
に
せ
ら
れ
た

　
横
山
重
氏
の
論
文
が
あ
る
。
私
の
持
つ
て
居
る
考
へ
方
は
、
緻
密
に
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。
そ
れ
を
推
擧

　
し
て
、
私
は
唯
概
念
を
綴
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二

神
語
即
託
宣
は
、
人
語
を
以
て
せ
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
任
意
の
神
託
を
待
た
ず
に
、
答
へ
を
要
望
す

る
場
合
に
、
神
の
意
思
は
多
く
、
譬
喩
或
は
象
徴
風
に
現
は
れ
る
。
そ
こ
で
「
神
語
」
を
聞
き
知
る
審
神
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者
　
　
さ
に
は
　
　
と
言
ふ
者
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

中
に
は
人
間
の
問
ひ
に
對
し
て
、
一
言
を
以
て
答
へ
る
、 

一 

言 

主 

ヒ
ト
コ
ト
ヌ
シ
神
の
樣
に
方
法
を
採
る
の
も
あ
つ
た
。

神
の
意
思
表
現
に
用
ゐ
ら
れ
た
簡
單
な
「
神
語
」
の
樣
式
が
、
神
に
對
し
て
の
設
問
に
も
、
利
用
せ
ら
れ

る
樣
に
な
つ
た
か
と
思
は
れ
る
。

私
は
「
片
哥
」
と
言
ふ
形
が
、
此
か
ら
進
ん
だ
も
の
と
考
へ
る
。
旋
頭
歌
の
不
具
な
る
物
故
と
思
は
れ
て

居
る
名
の
片
哥
は
、
古
く
は
必
、
問
答
態
を
採
る
。
「
神
武
天
皇
・
大
久
米
命
の
問
答
」
・
「
酒
折
宮
の

唱
和
」
な
ど
を
見
る
と
、
旋
頭
歌
發
生
の
意
義
は
知
れ
る
。
片
哥
で
問
ひ
、
片
哥
で
答
へ
る
神
事
の
言
語

が
、
一
對
で
完
成
す
る
も
の
と
の
意
識
を
深
め
て
、
一
つ
樣
式
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
併
し
、
問
答
態
以

前
に
、
神
意
を
宣
る
だ
け
の
片
哥
の
時
代
が
あ
つ
た
事
は
、
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

今
日
殘
つ
て
居
る
片
哥
・
旋
頭
歌
は
、
形
の
頗
整
頓
し
た
も
の
で
あ
る
。
我
々
の
想
像
以
前
の
時
代
の
、

此
端
的
な
「
神
言
」
は
、
片
哥
・
旋
頭
歌
に
は
近
い
だ
ら
う
が
、
も
つ
と
整
は
ぬ
も
の
で
あ
つ
た
ら
う
。

な
ぜ
な
ら
、
此
二
つ
の
形
は
、
敍
事
詩
が
あ
る
發
達
を
遂
げ
た
後
に
、
固
定
し
た
音
脚
を
と
り
こ
ん
だ
も

の
ら
し
く
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
自
由
な
短
い
樣
式
が
、
段
々
他
の
方
面
で
發
達
し
て
來

た
も
の
に
影
響
せ
ら
れ
て
來
た
の
で
あ
る
。
時
代
の
音
脚
法
に
よ
つ
て
、
整
理
せ
ら
れ
た
と
言
う
て
も
よ

か
ら
う
。
片
哥
を
以
て
、
日
本
歌
謠
の
原
始
的
な
樣
式
と
考
へ
易
い
が
、
か
う
し
た
反
省
が
大
事
で
あ
る
。
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け
れ
ど
も
、
我
々
の
立
場
か
ら
は
、
複
雜
の
單
純
化
せ
ら
れ
、
雜
多
が
統
一
せ
ら
れ
て
行
く
事
實
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
旋
頭
歌
が
、
一
つ
の
詞
形
　
　
文
學
意
識
は
少
い
が
　
　
と
考
へ
ら
れ
て
來
る
と
、
形

の
上
に
こ
そ
本
句
と
末
句
と
の
間
に
、
必
、
休
息
點
は
置
い
て
も
、
思
想
の
上
で
は
一
貫
し
た
も
の
に
な

つ
て
來
る
。
本
末
の
あ
る
句
を
繰
り
返
し
て
、
調
を
整
へ
る
の
も
、
他
の
詩
形
の
影
響
で
あ
る
。

私
は
敍
事
詩
の
發
生
と
時
を
同
じ
く
し
て
片
哥
が
出
來
た
と
考
へ
、
神
の
自
敍
傳
と
し
て
の
原
始
敍
事
詩

と
、
神
の
意
思
表
現
手
段
と
し
て
の
片
哥
と
對
立
さ
せ
て
、
推
論
を
進
め
て
來
た
が
、
其
に
し
て
も
、
此

音
脚
の
上
に
整
理
の
積
ん
だ
形
は
、
可
な
り
敍
事
詩
時
代
の
進
ん
だ
後
、
其
洗
煉
せ
ら
れ
た
樣
式
を
と
り

入
れ
た
も
の
と
し
か
思
は
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三

種
族
の
歴
史
は
、
歴
史
と
し
て
傳
へ
ら
れ
て
來
た
の
で
は
な
い
。
或
過
程
を
經
た
後
、
「
神
言
」
に
よ
つ

て
知
つ
た
の
で
あ
る
。
其
す
ら
、
神
の
自
ら
、
如
何
に
信
仰
せ
ら
れ
て
然
る
べ
き
か
を
説
く
爲
の
、
自
敍

傳
の
分
化
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
祭
祀
を
主
と
せ
ぬ
語
部
が
出
來
て
も
、
神
を
離
れ
て
は
意
味
が
な
か
つ

た
。
單
に
、
史
籍
の
現
れ
る
ま
で
の
間
を
、
口
語
に
繋
ぎ
止
め
た
古
老
の
遺
傳
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
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信
仰
を
外
に
し
て
は
、
此
大
儀
で
亦
空
虚
に
も
見
え
る
爲
事
の
爲
の
、
部
曲
の
存
在
を
ば
、
邑
落
生
活
の

上
の
必
須
條
件
と
す
る
樣
に
な
つ
た
筋
道
が
わ
か
ら
な
い
。
其
に
又
、
人
間
の
考
へ
通
り
自
由
に
、
其
詞

曲
を
作
る
事
が
許
さ
れ
て
居
た
の
な
ら
、
子
代
部

コ
シ
ロ
ベ

・
名
代
部

ナ
シ
ロ
ベ

の
民
を
立
て
る
樣
な
方
法
は
採
ら
な
か
つ
た

で
あ
ら
う
。

國
と
稱
す
る
邑
々
が
、
國
名
を
廢
し
て
郡
で
呼
ば
れ
る
樣
に
な
つ
て
も
、
邑
の
人
々
は
、
尚
、
國
の
音
覺

に
執
着
し
た
。
私
に
國
を
名
の
り
、
又
は
郡
を
忌
避
し
て
、
縣カタ
を
稱
し
て
居
た
。
其
領
主
な
る
國
造
等
は
、

郡
領
と
呼
び
易
へ
る
事
に
な
つ
て
も
、
な
ほ
名
義
だ
け
は
、
國
造
を
稱
へ
て
居
た
の
が
、
後
世
ま
で
も
あ

る
。
け
れ
ど
も
、
さ
う
し
た
國
造
家
は
、
神
主
と
し
て
殘
つ
た
も
の
に
限
つ
て
居
る
。
邑
々
の
豪
族
は
、

神
に
事
へ
る
事
に
よ
つ
て
、
民
に
臨
む
力
を
持
つ
て
居
た
。
其
國
造
が
、
段
々
神
に
事
へ
る
事
か
ら
遠
ざ

か
つ
て
も
、
尚
、 

神  

主 

カ
ム
ヌ
シ

と
し
て
、
邑
の
大
事
の
神
事
に
洩
れ
る
事
が
出
來
な
か
つ
た
。
さ
う
い
ふ
邑
々

を
一
統
し
た
邑
が
、
我
々
の
倭
朝
廷
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

一
つ
の
邑
の
生
活
が
、
次
第
に
成
長
し
て
、
一
國
と
な
り
、
更
に
、
數
國
數
十
个
國
の
上
に
、
國
家
を
形

づ
く
る
事
に
な
つ
た
。
こ
ん
な
に
ま
で
、
所
謂
國
造
生
活
が
擴
つ
て
も
、
や
は
り
他
の
邑
の
國
造
と
お
な

じ
く
、
神
事
を
棄
て
ゝ
了
ふ
訣
に
は
い
か
な
か
つ
た
。
今
も
さ
う
で
あ
る
樣
に
あ
る
時
期
に
は
、
神
主
と

し
て
の
生
活
が
、
繰
り
返
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
古
い
邑
々
の
習
慣
が
、
祖
先
禮
拜
の
觀
念
に
結
び

11



つ
い
て
、
現
に
、
宮
中
に
は
殘
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
さ
う
し
た
邑
々
の
信
仰
が
、
一
つ
の
邑
の
宗
教
系

統
に
這
入
つ
て
來
る
樣
に
な
る
。
倭
朝
廷
の
下
な
る
邑
と
し
て
、
單
な
る
、
豪
族
と
な
つ
て
も
、
邑
々
時

代
の
生
活
は
易
へ
な
か
つ
た
。
殊
に
經
濟
組
織
に
到
つ
て
は
、
豪
族
と
し
て
存
在
の
意
義
が
其
處
に
繋
つ

て
居
る
の
だ
か
ら
、
革
ま
る
こ
と
は
な
く
て
續
い
て
居
た
。
難
波
朝
廷
（
孝
徳
帝
）
か
ら
半
永
久
的
に
行

は
れ
た
政
策
の
中
心
は
、
此
生
活
を
易
へ
さ
せ
る
事
で
あ
つ
た
。
此
が
ほ
ゞ
根
本
的
に
改
つ
て
來
た
の
は
、

平
安
朝
に
入
つ
て
後
の
話
で
あ
る
。

邑
と
豪
族
と
を
放
し
、
神
と
豪
族
と
の
間
を
裂
く
と
言
ふ
理
想
が
實
現
せ
ら
れ
て
、
豪
族
生
活
が
官
吏
生

活
に
變
つ
て
了
う
て
も
、
元
の
邑
の
自
給
自
足
の
生
活
は
、
容
易
に
替
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

邑
々
に
於
け
る
國
造
は
、
自
分
の
家
の
生
活
を
保
つ
爲
に
、
い
ろ
ん
な
職
業
團
體
　
　
か
き
べ
の
民
　
　

を
設
け
て
、
家
職
制
度
を
定
め
て
居
た
。
奈
良
朝
に
な
つ
て
か
ら
で
は
あ
る
が
、
才
能
の
模
樣
で
は
、
所

屬
以
外
の
部
曲
に
移
し
た
例
は
あ
る
。 

朝  
妻 

ア
サ
ヅ
マ

手
人
テ
ヒ
ト
で
あ
る
工
匠
が
、
語
部
に
替
る
事
を
認
可
せ
ら
れ
た

（
續
紀
養
老
三
年
）
の
は
、
社
會
組
織
が
變
つ
た
爲
ば
か
り
で
な
く
、
部
曲
制
度
が
、
わ
り
に
固
定
し
て

居
な
か
つ
た
事
を
見
せ
て
居
る
の
で
あ
ら
う
。

朝
妻
手
人
か
ら
語
部
に
替
る
と
言
ふ
の
は
、
聲
樂
の
才
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
其
外
に
尚
、
血
統

の
上
の
關
係
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
唯
、
諳
記
力
の
優
れ
て
居
た
の
だ
ら
う
と
言
ふ
想
像
は
、
語
部
の
敍
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事
詩
を
と
り
扱
う
た
方
法
に
、
理
解
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
稗
田
阿
禮
が
古
事
記
の
基
礎
に
な
つ
て
居
る

敍
事
詩
を
諳
誦
し
た
と
言
ふ
の
も
、
驚
く
に
當
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

語
部
の
諳
誦
し
た
文
章
は
、
散
文
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
曲
節
を
伴
う
た
律
文
で
あ
つ
た
の
だ
か
ら
、

幾
篇
か
の
敍
事
詩
も
容
易
に
諳
誦
す
る
事
が
出
來
た
は
ず
で
あ
る
。
邑
々
の
語
部
が
、
段
々
保
護
者
た
る

豪
族
と
離
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
勢
に
向
う
て
來
る
。
豪
族
が
土
地
か
ら
別
れ
る
樣
に
な
る
ま
で
は
、
邑
々
の

語
部
は
、
尚
、
存
在
の
意
味
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
神
と
家
と
土
地
と
の
關
係
が
、
語
部
の
敍
事
詩
を
語

る
目
的
で
あ
つ
た
。
家
に
離
れ
、
神
に
離
れ
た
語
部
の
中
に
は
、
土
地
に
も
別
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
に
出
く

は
し
た
者
も
あ
る
樣
で
あ
る
。
自
ら
新
樣
式
の
生
活
法
を
擇
ん
だ
一
部
の
者
の
外
は
、
平
安
朝
に
入
つ
て

も
、
尚
、
舊
時
代
の
生
活
を
續
け
て
居
た
事
と
思
は
れ
る
。

日
本
歌
謠
の
お
ほ
ざ
つ
ぱ
な
分
類
の
目
安
は
、
う
た
ひ
物
・
語
り
物
の
二
つ
の
型
で
あ
る
。
敍
事
風
で
、

旋
律
の
單
調
な
場
合
が
「
か
た
る
」
で
あ
り
、
抒
情
式
に
、
變
化
に
富
ん
だ
旋
律
を
持
つ
た
時
が
「
う
た

ふ
」
で
あ
る
。
此
分
類
は
、
長
い
歴
史
あ
る
、
用
語
例
で
あ
る
。
物
語
と
言
ふ
語
も
、
後
に
は
歴
史
・
小

説
な
ど
、
意
義
は
岐
れ
て
來
た
が
、
單
に
會
話
の
意
味
で
は
な
い
。
此
亦
古
く
か
ら
あ
る
語
で
、
語
部
の

「
語
り
し
ろ
」
即
敍
事
詩
の
事
な
の
で
あ
る
。

語
部
の
曲
節
に
、
音
樂
と
し
て
、
さ
ほ
ど
の
價
値
が
あ
つ
た
ら
う
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
出
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發
點
か
ら
遠
ざ
か
つ
て
固
定
を
遂
げ
る
間
に
、
若
干
の
藝
術
意
識
は
出
て
來
た
事
と
思
は
れ
る
。
文
字
や

史
書
が
出
た
爲
に
、
語
部
が
亡
び
た
と
は
言
へ
な
い
。
眞
の
原
因
と
し
て
は
、
保
護
者
を
失
う
た
外
的
の

原
因
の
ほ
か
に
、
藝
術
的
内
容
が
、
時
代
と
そ
ぐ
は
な
い
も
の
に
な
つ
た
と
言
ふ
事
が
考
へ
ら
れ
る
。
語

部
の
物
語
が
段
々
、
神
殿
か
ら
世
間
へ
出
て
來
た
時
代
が
思
は
れ
る
。
家
庭
に
入
つ
て
諷
諭
詩
風
な
效
果

を
得
よ
う
と
し
た
事
も
、
推
論
が
出
來
る
。
一
族
の
集
會
に
、
家
の
祖
先
の
物
語
と
し
て
、
血
族
の
間
に

傳
る
神
祕
の
記
憶
や
、
英
邁
な
生
活
に
對
す
る
惝
怳
を
新
に
し
た
場
合
な
ど
も
、
考
へ
る
こ
と
が
出
來
る
。

神
と
の
關
係
が
一
部
分
だ
け
截
り
放
さ
れ
て
、
藝
術
と
し
て
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
つ
た
。

書
物
の
記
載
を
信
じ
れ
ば
、
藤
原
朝
に
既
に
語
部
が
、
邑
・
家
・
土
地
か
ら
游
離
し
て
、
漂
泊
伶
人
と
し

て
の
職
業
が
、
分
化
し
て
居
た
樣
に
見
え
る
。

落
伍
し
た
神
人
は
、
呪
術
・
祝
言
其
他
の
方
便
で
、
口
を
養
ふ
事
は
出
來
る
。
か
う
し
て
、
家
職
と
し
て

の
存
在
の
價
値
を
認
め
な
い
、
よ
そ
の
邑
・
國
を
流
浪
し
て
ゆ
く
と
な
る
と
、
神
に
對
し
て
の
敍
事
詩
と

言
ふ
敬
虔
な
念
は
失
は
れ
て
、
興
味
を
惹
く
事
ば
か
り
を
考
へ
る
。
神
事
と
し
て
の
墮
落
は
、
同
時
に
、

藝
術
と
し
て
の
解
放
の
は
じ
め
で
あ
る
。
か
う
言
ふ
人
々
が
、
奈
良
か
ら
平
安
に
な
つ
て
も
、
幾
度
と
な

く
浮
浪
人
の
扱
ひ
は
受
け
な
い
で
、
田
舍
わ
た
ら
ひ
を
し
た
事
と
思
ふ
。
併
し
、
今
一
方
、
呪
言
系
統
の

文
藝
の
側
に
も
、
か
う
し
た
職
業
の
發
達
し
て
來
る
種
は
あ
る
の
で
あ
る
。
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「
神
言
」
に
今
一
つ
の
方
面
が
あ
る
。
神
が
時
を
定
め
て
、
邑
々
に
降
つ
て
、
邑
の
一
年
の
生
産
を
祝
福

す
る
語
を
述
べ
、
家
々
を
訪
れ
て
其
家
人
の
生
命
・
住
宅
・
生
産
の
祝
言
を
聞
か
せ
る
の
が
常
で
あ
る
。

此
は
、
神
の
降
臨
を
學
ぶ
原
始
的
な
演
劇
に
過
ぎ
な
い
。

以
前
、
私
の
考
へ
は
、
呪
言
と
敍
事
詩
と
を
全
く
別
な
成
立
を
持
つ
も
の
と
し
て
の
組
織
を
立
て
ゝ
居
た
。

其
は
生
産
其
他
を
祝
福
し
に
來
る
神
の
託
宣
と
、
下
の
事
實
と
を
關
聯
さ
せ
な
い
で
居
た
爲
で
あ
つ
た
。

生
命
・
生
産
を
祝
福
す
る
神
の
語
が
、
生
産
物
に
影
響
を
與
へ
る
と
言
ふ
觀
念
が
、
一
轉
し
て
人
間
の
言

語
で
、
祝
福
し
よ
う
と
す
る
形
式
を
と
つ
て
來
る
の
で
あ
る
。

近
世
ま
で
あ
り
、
現
に
あ
り
も
す
る
ほ
か
ひ
・
も
の
よ
し
・
萬
歳
な
ど
は
、
神
降
臨
の
思
想
と
、
人
の
し

た
祝
言
の
變
形
で
あ
る
。

萬
歳
の
春
の
初
め
の
祝
言
は
、
柱
を
褒
め
、
庭
を
讚
へ
、
井
戸
を
讚
美
す
る
。
其
讚
美
の
語
に
、
屋
敷
内

の
神
た
ち
を
あ
や
か
ら
せ
、
か﹅
ま﹅
け﹅
さ
せ
よ
う
と
言
ふ
信
仰
か
ら
出
て
ゐ
る
。
單
に
現
状
の
讚
美
で
な
い
。

ほ
む
・
ほ
ぐ
と
言
ふ
語
は
豫
祝
す
る
意
味
の
語
で
、
未
來
に
對
す
る
賞
讚
で
あ
る
。
其
語
に
か
ぶ
れ
て
、

精
靈
た
ち
が
よ
い
結
果
を
表
す
も
の
と
言
ふ
考
へ
に
立
つ
て
居
る
。
言
語
に
よ
つ
て
、
精
靈
を
感
染
さ
せ

よ
う
と
す
る
呪
術
で
あ
る
。
其
上
に
言
語
其
物
に
も
精
靈
の
存
在
し
て
居
る
も
の
と
信
じ
て
居
た
。
「
言コ

   

靈 

ト
ダ
マ
さ
き
は
ふ
」
と
言
ふ
語
は
、
言
語
精
靈
が
能
動
的
に
靈
力
を
發
揮
す
る
こ
と
を
言
ふ
。
言
語
精
靈
は
、
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意
義
ど
ほ
り
の
結
果
を
齎
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
他
の
精
靈
を
征
服
す
る
の
で
は
な
い
。
傳
來
正
し
き

「
神
言
」
の
威
力
と
、
其
詞
句
の
精
靈
の
活
動
と
に
信
頼
す
る
と
言
ふ
二
樣
の
考
へ
が
重
な
つ
て
來
て
居

る
樣
で
あ
る
。

呪
言
は
古
く
、
よ
ご
と
と
言
う
た
。
奈
良
朝
の
書
物
に
も
、
吉
事
・
吉
言
な
ど
書
い
て
居
る
の
は
其
本
義

を
忘
れ
て
、
縁
起
よ
い
詞
な
ど
ゝ
言
ふ
に
近
い
内
容
を
持
つ
て
來
た
の
で
あ
ら
う
。
壽
詞
と
書
い
て
居
る

の
は
、
ほ
ぐ
の
義
か
ら
宛
て
た
の
で
は
な
く
、
長
壽
を
豫
祝
す
る
「
齡
言
ヨ
ゴ
ト
」
の
意
味
を
見
せ
て
居
る
の
だ
。

併
し
、
そ
れ
よ
り
も
更
に
古
く
は
「
穀
言
ヨ
ゴ
ト
」
の
意
に
感
じ
て
も
居
、
眞
の
語
原
で
も
あ
つ
た
ら
し
い
。
世

が
「
農
作
の
状
態
」
を
意
味
す
る
こ
と
は
、
近
世
に
も
例
が
あ
る
。
古
く
は
穀
物
を
よ
と
言
う
た
の
で
あ

る
。
即
、
農
産
を
祝
ぐ
詞
と
言
ふ
考
へ
か
ら
出
た
ら
し
い
。
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